
月
・建設機械作業計画作成と関係者への周知

・機械作業危険範囲への立入禁止措置を徹底する

・有資格作業は有資格者を選任する

・高所作業での墜落制止用器具使用状況の確認

・開口部養生、端部手摺り、親綱等の設置と安全帯使用

・梯子、脚立等の適正使用を行う

・地山、掘削法面の点検

・作業主任者、指揮者の直接指揮状況の確認

・土留め、型枠支保工の点検

・WBTGを活用し早期対応を図る

・作業員による日々の健康管理の実施

・緊急時連絡体制を確認する

・電動工具類の始業前点検の実施

・汗水、漏電による感電防止

・電気の取扱いに係る適切な教育の実施

・足場設備の使用前点検の徹底

・上下作業の禁止、立入禁止の表示措置を行う

・玉掛け用具、方法の再確認をする

 ①地下埋設物・架空線接触等の防止対策の実施 ・作業所で使用される化学物質は、使用前に必ずSDSを入手して危険性,

 ②工事車両等による第三者災害の防止 有害性を確認する

 ③作業所出入り口・周辺道路の点検整備 ・化学物質リスクアセスメントを行い、ばく露低減措置を実施する

・保護具の適正な選択,使用,管理等を関係者に指導助言を行う

・火気使用場所には消火器を設置する

・火気使用箇所周囲の可燃物の整理

・火気使用作業後の確認を行う

 ①日々のＰＤＣＡサイクルの展開を行う。 ・建設機械作業計画作成と関係者への周知

 ②リスクセスメントＫＹを実施し作業員全員で危険を ・機械作業危険範囲への立入禁止措置を徹底する

    把握し災害防止に努める ・有資格作業は有資格者を選任する

 ③職員、安責者場内巡視による一声掛け運動の実施
・高所作業での墜落制止用器具使用状況の確認

・開口部養生、端部手摺り、親綱等の設置と安全帯使用

・梯子、脚立等の適正使用を行う

・地山、掘削法面の点検

 ①「５Ｓ運動」の推進で働きやすい作業環境を作る ・作業主任者、指揮者の直接指揮状況の確認

 ②夏場のＷＢＧＴ値を把握し早期熱中症対策に努める ・土留め、型枠支保工の点検

 ③作業環境の整備と保護具の完全使用
 ④社用車運転前後の酒気帯びの確認、記録,を行い ・作業所出入口、周辺道路の点検・整備を行う

    飲酒運転防止の実施。 ・埋設物、架空線等に関する作業は作業方法を確立し関係者へ周知する

・工事車両等は第三者へ配慮した安全運転を行う

    株式会社　日　建

⑦作業に即した安全衛生教育の充実
⑧危険予知活動のマンネリ化の防止
⑨安全衛生保護具の着用と正しい使用

①設計・計画段階等におけるリスクアセスメントの確実な実施
②危険作業の廃止や変更による、より安全な作業方法を確立
③より安全な機材の使用
④安全点検の確実な実施

⑤現場に即した作業手順の確立と尊守
⑥表示等による注意喚起（危険の見える化等）の推進

安　全　衛　生　管　理　方　針 月　　別　　実　　施　　事　　項

　当社は、『危険ゼロ施工を確立し顧客の信頼を得る』の安全衛生  　　　　　　　実 施 事 項 活　動　項　目

4月 機械、クレーン災害の防止　基本方針を再確認し、事業所で働く全員の「安全」「健康」のために

　安全で快適な職場環境の実現を目指します。

5月 墜落・転落災害防止

6月 崩壊・倒壊災害の防止

安全衛生管理目標 重点管理事項 実　施　事　項

休業災害”ゼロ”

1 三大災害の撲滅

7月 熱中症予防対策

8月 電気災害の防止

9月 飛来、落下災害の防止

2 公衆災害の防止 10月 化学物質による健康障害の防止

11月 火災予防の徹底

3
毎日の安全施工サイクル
活動の実施

12月 機械、クレーン災害の防止

1月 墜落・転落災害防止

4
健康で快適な職場環境の
形成

2月 崩壊・倒壊災害の防止

3月 公衆災害の防止
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